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諫早高等学校1年 中川 優来

１． はじめに

今回、私はポルトガルへの海外派遣に参加しました。以前から海外に留学したいと考えてお

り、海外留学先としてポルトガルが珍しく、自分自身にとっても貴重な経験になると思い、応募

を決めました。出発前は初めての海外経験ということもあり、緊張が大きかったですが、一人

ではなく同世代の仲間や頼れる随行員の方がいるという安心できる環境で、忘れることので

きないとても大切な時間を過ごすことができました。

２． 研修期間

<1日目>

初日は長崎から羽田、羽田からイスタンブールと移動するだけの一日でした。羽田では、最後

の日本食としてうどんを仲間と一緒に食べました。国際線に乗るのも初めてで、機体が大き

く、いろんな国の方々が乗っていて、航空業界に興味がある自分は緊張も忘れて、楽しく過ご

すことができました。今回利用したターキッシュエアラインズは機内食もおいしく、アメニティも

充実していて、過ごしやすかったです。寝ようと試みましたが、1時間毎に起きてしまい、結局

３時間弱しか眠ることはできませんでした。

<2日目>

イスタンブールにも無事到着し、目的地であるポルトガルに向かいました。リスボン空港で水

を買おうとして入った売店で初めてポルトガルの方とお話することができました。研修前に少

し勉強してきたかいもあり、少しポルトガル語も理解することができました。空港の出口から

出るとすごく笑顔でヴィラヴィソーザ市の市長さんや副市長さん、市役所の職員の方々が手を

振ってくれていて、こんなに日本から遠い場所でも温かく自分たちを歓迎してくださる方々が

いらっしゃるということに感動しました。少しシントラ市で観光した後、ヴィラヴィソーザに向か

い、夜ご飯を食べました。お店の方にポルトガル語で料理の説明を受けたときに、少し理解す

ることができたのが嬉しく、いろいろな言語を勉強していれば、現地で分かったときにこんな

にも楽しいものなのだと実感しました。
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<3日目>

朝から昔の薬局をそのまま保存してある薬局博物館とヴィラヴィソーザ出身の鈴製品の作

家さんの作品が集められている鈴博物館に行きました。お昼にはガスパチョを食べました。こ

のガスパチョがすごくおいしくて驚きました。シエスタの時間では、散歩がてら近くの気になっ

ていた小さな陶器のお店に行きました。日本から来たと言うと、とてもびっくりされて、少しお

話することもできました。
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<4日目>

宿泊施設の目の前のブラサンガ家の博物館に行きました。外から見るより何百倍も広く、中

には天正遣欧少年使節が持ってきた絨毯や、泊まった部屋、ダンスパーティーを行った部屋も

ありました。説明の中でも天正遣欧少年使節の名前がよく出ていて、今でもヴィラヴィソーザ

の地で語り継がれているということがすごく印象的でした。シエスタの時間では、現地のスー

パーに行き、お土産などを買いました。お昼にはまたガスパチョを食べました。店員さんが

「This is for you」と言って出してくれたのがすごく嬉しかったです。午後には地元の学生た

ちと交流会をしました。学生たちが事前に考えてくれていたゲームを行ったり、彼らの名前を

漢字に変換して教えてあげたり、日本から持ってきたおかしや食べ物を食べてもらったりしま

した。私が持って行ったキャラメルコーンも人気で、結局現地の学生に残りをあげることにな

りました。現地で同世代の学生と交流する機会があまりなく短い時間でしたが、すごく充実し

た有意義な時間を過ごせました。

<5日目>

少し歩いて、農業博物館と市営の市場に行きました。農業博物館では、農業で使っていた道

具だけでなく、その時代の農家の生活をうかがえるようなキッチンや裁縫道具など、農業に関

わる幅広い展示を見ることができました。市場に行った後の自由時間で、現地のお店を見てま

わることができました。お昼のスープは初めて食べるカンジャというスープでした。お肉の出

汁ベースのスープに、かたゆでされたゆでたまごとレバーが入っていてすごくおいしかったで

す。この日は休憩が長く、カフェ巡りをすることもできました。午後には、ヴィラヴィソーザ城に

向かいました。今にも動き出しそうな動物の剥製がたくさんあり、少し怖かったです。夜ご飯を

食べた後、日本人のインターンの方のおすすめのお城の周りの道を散歩しました。途中でやぎ

に会ったり、ねこに会ったり、仲間とたくさん話したり、ポルトガルの気持ち良い風に吹かれな

がらの散歩はすごく楽しかったです。
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<６日目>

朝から宿泊施設のすぐ近くの大理石博物館に向かいました。ヴィラヴィソーザの建築物には

大理石が施されている建物が多く、その大胆な使い方に研修中何度も驚かされました。博物

館では、その裏にあるたくさんの方々の努力も知ることができました。お昼を食べた後に、市

営プールに行きました。楽しかったですが、ラッシュガードを着てプールに入ることができない

ことや、子どもも泳ぐようなプールの水深がすごく深いこと、すごく高い飛び込み台があるこ

とにカルチャーショックを受けました。プールでは、副市長の奥さんや、日本人のインターンの

方とお話しすることもできて、すごく楽しい時間を過ごすことができました。泳ぎながら、明日

ヴィラヴィソーザを出なきゃいけないことをすごく寂しく感じました。ヴィラヴィソーザ最後の

夜ご飯もすごくおいしかったです。現地で家庭的なポルトガル料理が食べられたのがすごく良

い経験で、日本人受けもしそうな甘辛い味付けの料理もあり、すべておいしかったです。最後

にお気に入りのガスパチョも食べることが出来て良かったです。

<７日目>

朝にヴィラヴィソーザを出て、シントラに移動しました。ヴィラヴィソーザを離れる実感がわ

かないまま当日を迎えることになりました。素敵な出会いをたくさんさせてくれた場所で、人

生においても忘れることのない濃い五日間を過ごすことができました。途中で寄った世界遺

産の街エボラでは、遺跡の近くにお金を求める人たちがたくさんいて、ヴィラヴィソーザでは

こんなことはなかったなと、改めてヴィラヴィソーザの良さを実感しました。シントラに着き、

お昼にはポルトガルでよく食べられるダックライスを食べました。市役所が遺跡のように美し
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い建物で、他の建物もカラフルで、ヴィラヴィソーザのように花がきれいに植えられていてす

ごくきれいな場所でした。午後は山火事の影響で電車に乗って海辺の町に向かうコースに変

わりましたが、気持ち良い風に吹かれ、きれいな景色を見ながら海に向かうのがすごく楽しく

て、いい思い出になりました。夜ご飯はロータリークラブの方々との会食でした。始まる前は緊

張していましたが、いざ始まると皆さんがたくさん話しかけてくださって、楽しい夜ご飯の時

間を過ごすことができました。

<８日目>

午前中にシントラの中心部にある、シントラ宮殿に行きました。すごく豪華な装飾がなされて

いる宮殿で、その庭からはシントラを一望することができました。その後は近くにあるシントラ

自然史博物館に行きました。見たことない化石から、教科書などで見たことある化石までたく

さん展示されていて、とても貴重な化石も見ることもできました。午後は、ユーラシア大陸最

西端のロカ岬に向かいました。ユーラシア大陸最西端到達証明書ももらい、こんなに遠い場所

に来たということを改めて実感しました。最後の自由時間では、スーパーやお土産屋をみんな

でまわりました。おじいさんが経営している小さなお店では、新しいものがあるよと新しいも

のを奥から出してくれるなど、シントラでも人の温かさを感じることができました。
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<９日目>

ポルトガル最終日は、ホテルを三時に出発ということもあり、少し睡眠をとってからパッキン

グをしました。もうポルトガルを出発する日になったことが信じられないほど時間の流れを早

く感じました。空港では、ターキッシュエアラインズのカウンターがすごく混雑していて、お土産

に買いたいと思っていたエッグタルトを横目に見ながら朝五時の空港をみんなで走りました。

行きの飛行機では緊張して三時間弱しか眠れなかったですが、帰りは疲れていたのかよく眠

ることができました。
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３． 感想

私は、他のメンバーとは違い、初めての海外経験だったこともあり、日本から遠く離れた場所

でも自分たちを温かく歓迎してくださる方々がいるということに深く感動しました。ポルトガ

ルに着くまではとても緊張していましたが、空港ですごく笑顔で迎えて頂き、「体調大丈夫？」

「飲み物とかいらない？」「このクッキーあげる」などと優しい言葉をかけて頂いたことがとて

も嬉しく、心に残っています。ヴィラヴィソーザもシントラもどちらもすごくきれいで、木も花も

丁寧に植えられており歩くだけで楽しい街でした。また、ポルトガルは食べ物も、どれもおいし

くて、苦手な料理はありませんでした。楽しかった今回の海外研修でしたが、ひとつ苦労したの

が英語での会話です。研修中何度か、伝えたい言葉をうまく英語にできず、もどかしい思いを

する場面もありました。しかし、これは日本で生活し、ただただ英語を勉強しているだけでは感

じることのできない大切な学びだったと感じています。今回の研修で自分の英語力における

課題を見つけることができたので、今後はそれを踏まえて、より一層勉強に力を入れていきた

いと思います。また、英語だけでなく他言語を学ぶ良さを実感することができたので、ポルト

ガル語の勉強も進めていきたいです。ヴィラヴィソーザの市長や学生が「大村に行きたい」と

何度も言ってくれていたので、次は私たちが、彼らを今回ポルトガルでしてもらったように、温

かく迎えることができるよう努力していきたいです。
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